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論　　文　　の　　要　　旨
　無限次元多様体の理論はヨヒルベルト空問ラバナッハ空問などの例に見られるようにヨ解析的に
古くから研究されている。1940年代に、クリーヨアンダーソン等はラ可分ヒルベルト空間2。やバナッ
ハ空問をモデルとする無限次元多様体の位相的」性質の解明を積極的に行い，幾多の輝かしい成果を
得た。アンダーソンの提出した問題としてつぎのものがある。M雪Nを2。をモデルとする無限次元
多様体ラNをMのZ部分集合とする。このときMを2。に埋蔵してNが2。においてのMの位相的境界
となるように出来るか？本論文において著者はう2。のみならずより一般な局所線型距離空問（例えば
バナッハ空問）Eをモデルとする多様体についてラ上の問題が肯定的に解ける十分条件を与えてい
る。すなわちヨMとNをEをモデルとする無限次元多様体としヨNをMのZ部分集合とする。この
ときヨNの運結成分からなる列｛N。｝とたがいに交わらないMの弧の列｛L口｝でL鉋がN、とN、。、と
のみその端点で交わるものが存在しヨNと｛L、｝の和集合がMの変位レトラクトを含むならば、N
が位相的境界となるようにMをEに埋蔵できる。この定理の特別の場合としてヨNがMの変位レト
ラクトを含むならば里上記の埋蔵が可能となる。著者はまた、埋蔵をE－Mの閉包が可縮となるも
のに隈ればヨ上記の条件が必要かつ十分となることを示している。これらの定理を証明するために害
著者は2。多様体について知られていた安定性定理、位相写像拡張定理ヨ不完全定理などを，一般の
局所凸線型距離空問をモデルとした多様体に拡張している。
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審　　査　　の　　要　　旨
　著者が得た定理は、1971年プラーグで行われた国際シンポジュームにおいてアンダーソンが提出
した問題の部分的な解決である。この解は非常に複雑となることが予想され雪十分に役立つ必十条
件が得られるかどうかは疑問視されている。著者の得た十分条件はヨ簡明なものであり，多様体の
モデル空問への埋蔵を論ずる場合に非常に有効である。また埋蔵をE－Mの閉包が可縮となるよう
に変えた場合ヨ著者の条件が必要かつ十分となることが証明されている。この事実は、位相空問的
立場のみならず代数的位相幾何の立場においても興味深い。これらの定理の証明に便用された一般
化されたモデルをもつ多様体についての安定性定理、不完全性定理などはラ無隈次元理論に多くの
適用をもつと思われる。
　以上のようにラ著者の仕事はヨ今後の無限次元多様体の理論に大きな貢献をなしており，国際的
にも高く評価されている。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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